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正殿の西に沈む夕日（ 東のアザナから ） 首里城公園のライトアップあがり

令和2年度事業概要
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新春の宴 中秋の宴

黄金御殿・寄満・近習詰所、奥書院一般公開
奥書院庭園一般公開
銭蔵跡一般公開
北城郭園路広場一般公開
御内原エリア一般公開
国営沖縄記念公園首里城地区全エリア開園
首里城正殿等焼失

都市計画決定面積／4.7ha（開園面積4.0ha）

　こうして、平成4年11月3日に正殿等を含む主要建物を一部開園し、
これまで計9回の部分開園を経て、平成31年2月に全ての国営公園
区域（4.7ｈa）を全て開園しました。しかし、令和元年10月31日未
明に発生した火災により正殿等8つの施設が焼失しました。
　なお、平成12年12月に史跡「首里城跡」は「琉球王国のグスク及び関
連遺産群」のなかの一つとして「世界遺産」に登録されました。

首里城公園の概要



　令和元年12月11日に閣議決定された、「首里城復元に向けた基本的な方
針」に基づき、沖縄総合事務局は「首里城復元に向けた技術検討委員会」（委
員長　高良倉吉　琉球大学名誉教授）を設置し、首里城復元等に向けた技
術的検討を進めています。技術検討委員会は、令和２年３月17日に「首里城
正殿等の復元の工程表策定に向けた技術検討に関する報告」をとりまとめ、
工程表策定に当たっての基本的な考え方、今般の火災を踏まえた防火対策
の強化、材料調達の状況の変化等の反映、その他の検討課題を示しました。

北殿、南殿等

Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９以降Ｒ１

設計

市場調査

材料調達
（大径材）

材料調達
（大径材）

工事

基本設計

仮設道路

がれき撤去 木材倉庫
発注手続（WTO） 本体工事

撤去 正殿復元の施工ヤードとして使用

検討 工事

実施設計

調達・乾燥

　首里城地区においては、平成元年より復元工事に着手し、平成31年2月に
御内原エリア、東のアザナエリア等、1.1haの区域を開園し、全てのエリアを開
園しました。
　しかし、令和元年10月31日未明に発生した火災により、正殿等８つの施設
が焼失しました。今後は政府の基本方針に基づき、地元関係者、関係機関、有
識者の方 と々共に首里城の復元に向けて取り組んでいきます。
　首里城復元に向けた「3本柱」の下、令和２年度は、焼失施設の解体、仮設
電気設備復旧、工事用仮設道路設置、技術的検討等を行っていきます。

首里城の復元・復興

事業の内容

令和元年10月31日

11月  1日
11月  5日

11月30日
12月11日
12月12日
12月14日

12月27日

未明に火災発生、同日午後に鎮火。首里城公園全
域を閉園
警察・消防による調査開始
首里杜館や駐車場など県営公園区域の一部施設を
開園
県営公園区域を全て開園
「首里城復元に向けた基本的な方針」を閣議決定
国営公園区域の一部（約2.6ha）を開園
国営公園区域の一部（約0.2ha）を開園
消防による規制の解除
第１回首里城復元に向けた技術検討等委員会

首里城火災後の経緯

技術検討委員会の報告

段階的公開
　首里城復元に向けて進む破損瓦等の撤去や躯体の解体、復元工事の様
子を、安全性を確保しながら一般公開を進める。
首里城復元
　令和４年中の首里城正殿の本体工事の着工に向けて、関係機関と密に
連携を図りながら、首里城復元に向けた技術検討委員会での検討を進める。
地域振興・観光振興への貢献

　首里城の段階的公開、首里城復元に向けたボランティア活動や公園イ
ベントの開催を通して、沖縄の地域振興・観光振興への貢献に努めていく。

〈委員（敬称略）〉　〇委員長　●副委員長
〇高良　倉吉　　琉球大学名誉教授
　安里　進　　　沖縄県立芸術大学付属研究所客員研究員
　伊從　勉　　　京都大学名誉教授
　小倉　暢之　　琉球大学名誉教授
　関澤　愛　　　東京理科大学研究推進機構総合研究院教授
●田名　真之　　沖縄県立博物館・美術館館長
　長谷見　雄二　早稲田大学理工学術院創造理工学部建築学科教授
　波照間　永吉　沖縄県立芸術大学名誉教授
　室瀬　和美　　東京藝術大学客員教授
　涌井　史郎　　東京都市大学特別教授

首里城復元に向けた技術検討委員会

首里城復元に向けた「３本柱」

　昨年度に技術検討委員会においてとりまとめた「首里城正殿等の復元の
工程表策定に向けた技術的検討に関する報告」（3月17日）も踏まえ、政府に
おいて「首里城正殿等の復元に向けた工程表」（3月27日首里城復元のため
の関係閣僚会議）を決定しました。

首里城正殿等の復元に向けた工程表

平成３１.２．1

平成３１.２．1

平成３１.２．1

平成３１.２．1

平成３１.２．1

平成３１.２．1

平成３１.２．1

供用年月日

木造２重３階建　建築面積約６３７㎡
延床面積約１,１９９㎡　棟高約１５.６ｍ

木造平屋建　建築面積約２２㎡
延床面積約２０㎡　棟高約３ｍ

木造平屋建　建築面積約２０㎡
延床面積約１９㎡　棟高約３ｍ

石造（琉球石灰岩）あいかた積み　４８.５㎡
石積内の植物 ガジュマルやクロツグ
木造平屋建　建築面積約２０７㎡
延べ床面積約１８８㎡　棟高約７ｍ
木造平屋建　建築面積約２０㎡
延床面積約２０㎡　棟高約４ｍ
日時計。漏刻門に設置されていた
水時計の補助的な道具として使われた。

木造平屋建　建築面積約１５㎡
延床面積約１４㎡　棟高約３ｍ

木造平屋建　建築面積約１５㎡
延床面積約１４㎡　棟高約３ｍ
ＲＣ造一部木造２階建（外観木造）
建築面積約６０４㎡　延床面積９９１㎡　棟高約１０ｍ

木造平屋建　建築面積約６４㎡
延床面積約５７㎡　棟高約５ｍ

鉄骨造平屋建　建築面積約１８３㎡
延床面積約１８２㎡　棟高約３ｍ　休憩所として整備

木造平屋建　建築面積約１８３㎡
延床面積約１８２㎡
鉄骨造２階建　建築面積約１２３㎡
延床面積約１８８㎡ 

木造平屋建　建築面積約２４m2
延床面積約２３m2　棟高約３m

面積４２０㎡ 

面積７６㎡

面積８０１㎡

木造平屋建（地下部：RC造）１棟
建築面積約４４０㎡
延床面積約６２１㎡　棟高約８ｍ

首里城の東端に位置し、眺望の開けた
場所である。往時は、鐘や旗を用いて城外への
時刻伝達の役目も担っていた。

国王死去の際、霊柩を安置する寝廟殿があり、
その正門が白銀門である。
別名「しろがね御門」と呼ばれる。

１階鉄筋コンクリート造（外観木造）
２階木造　建築面積約２６９㎡
延床面積約４２９㎡　棟高約９ｍ

面積７,４９８㎡

展望デッキ １８０㎡（ユニバーサル対応）

面積１,７７１㎡

鉄筋コンクリート造（外観木造）
建築面積約１６６㎡　延床面積約１５６㎡
棟高約９ｍ

平成12.6.30

入園者6,000万人達成。

国営沖縄記念公園首里城地区 全エリア開園（1.1ha 追加　供用面積4.7ha）。

東のアザナ、白銀門、二階御殿、供用。

世誇殿、女官居室、後之御庭、美福門　供用。

首里城正殿等焼失。

【生活・儀礼空間】（奥の世界）
02.01

10.31

令和元

令和元年10月31日に焼失した
施設

令和元年10月31日に一部焼失
した施設

令和２年1月29日
2月  4日
2月10日
2月19日
3月13日
3月17日

3月27日

警察による火災現場の規制解除
火災現場をマスコミ・地元関係者・関係団体へ公開
破損瓦の撤去など本格的な工事着手
第２回首里城復元に向けた技術検討委員会
第３回首里城復元に向けた技術検討委員会
「首里城正殿等の復元の工程表策定に向けた技術検
討に関する報告」の提出
「首里城正殿等の復元に向けた工程表」を閣議決定

【令和２年３月27日「首里城正殿等の復元に向けた工程表」（一部抜粋）】
１.基本的な考え方
　　前回復元時の設計・工程を踏襲することを基本とし、今般の火災を受け
　て、防火対策の強化及び材料調達の状況の変化等の反映の観点を踏ま
　え工程を定めることとする。
２.技術的課題に関する方針
　（1）防火対策の強化
　　①再発防止策の徹底
　　②火災の早期発見と迅速な初期消火の徹底
　　③消防隊による消火活動の容易化
　　④消火のための水源の確保
　　⑤世界遺産の構成資産である首里城の保護
　（2）材料調達の状況の変化等の反映
　　①木材の調達
　　②漆の調達
　　③沖縄特有の赤瓦の製造・施工

国が整備した施設 都市再生機構が整備した施設

首里城正殿等の復元に向けたスケジュール （年度）



御内原エリア御内原エリア

東のアザナエリア東のアザナエリア

継世門・美福門エリア継世門・美福門エリア

南城郭エリア南城郭エリア
書院・二階殿エリア書院・二階殿エリア

4.7ha

1.4ha

焼失・一部焼失

開園区域   （4.0ha）

開園区域   （0.7ha）

利用制限エリア

　首里城公園のうち、国営公園整備事業として城郭の内側を国が整備しています。
　有料区域のうち、南殿・番所、北殿及び奉神門については、都市再生機構が特定公園施設
整備事業として整備しました。
　歓会門など城郭部分については、首里城城郭等復元整備事業として沖縄県教育庁が整
備を行い、城郭の外側にある首里杜館、駐車場などは県営の都市公園事業として沖縄県
土木建築部が整備しています。

北殿北殿

正殿正殿

女官居室女官居室

世誇殿世誇殿後之御庭後之御庭

東のアザナ東のアザナ

寄満寄満

番所番所

鎖之間鎖之間
書院書院

奥書院

二階御殿二階御殿

奥書院庭園
近習詰所

南殿南殿
黄金
　御殿
黄金
　御殿

御庭御庭

書院・鎖之間庭園書院・鎖之間庭園

■施工区分
　（有料区域）

■区分

※行催事により延長する場合があります。※行催事により延長する場合があります。

石嶺駅石嶺駅

国道 507 号国道 507 号

経塚駅経塚駅

浦添前田駅浦添前田駅

てだこ浦西駅てだこ浦西駅



“淑順”は「清く深くよりそう」という
意味とされており、国王やその家族が暮
らす御内原への門として使用されていま
した。別名「みもの御門（うじょう）」、
「うなか御門」と呼ばれています。
供用：平成22年

首里城南東側にある通用門です。国王が
亡くなると世継ぎの世子が、この門から
城内に入り、世誇殿で王位継承儀礼を行
いました。別名「すえつぎ御門（うじょ
う）」と呼ばれています。
供用：平成17年

平常は王女の居室として使われていまし
た。また、国王が死去した際に世子を新
しい国王とするための即位の儀式を行う
特別な建物でもありました。
供用：平成31年

供用

供用

供用

供用

供用 供用

供用
供用

供用 供用
供用

供用
供用供用

供用

供用

供用

供用

供用 供用

供用供用
供用

供用

復元：昭和58年 供用

供用

供用供用

供用

供用：平成31年

一部焼失

焼失 焼失

焼失

焼失 焼失 焼失

焼失 焼失

一部焼失



供用：平成31年

火災後（令和元年11月1日）

火災前（平成31年1月5日）

後之御庭は首里城正殿前の広場（御庭）に
対して後ろの広場という意味です。往時
の後之御庭は、正殿裏での祭祀・儀礼の
ための広場及び生活の場でもあったと考
えられています。
供用：平成31年

世添殿は御内原を所管していたところで、
王夫人（側室）の住居でした。建物を復
元できるほどの資料が確認されていない
ため、建物の輪郭のみを平面的に表示し
ています。
供用：平成31年

東のアザナの下方に設けられた門で、別
名「しろがね御門（うじょう）」と称され
ています。白銀門と東のアザナの間には
寝廟殿があり、白銀門は寝廟殿へ詣でる
王妃や女官たちが利用した門だと考えら
れています。
供用：平成31年

寝廟殿はかつて国王が死去した際に霊柩
を安置する殿として使用されていました。
建物を復元できるほどの資料が確認され
ていないため、建物基壇を整備していま
す。
供用：平成31年

美福門は、内郭に建てられた門で継世門
（けいせいもん）が建てられる前までは、
美福門が首里城の正門であったとする説
もあります。
供用：平成31年

供用：平成31年

供用：平成31年

焼失

首里城のすがた



平成30
都市計画事業承認（国土交通省告示第981号）H30.7.31～H35.3.31（海洋博覧会地区）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （首里城地区）

都市公園の供用開始告示（沖縄総合事務局告示第１号）（首里城地区）

07.31

03.17

平成31 01.18

平成4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30

31/令和元
　　　 計

1,114,181
2,148,249
1,841,073
1,852,366
1,771,089
1,887,202
1,973,565
2,095,646
2,117,218
2,035,291
2,361,566
2,513,038
2,455,362
2,569,726
2,674,641
2,629,741
2,470,340
2,130,139
2,008,352
2,102,927
2,190,018
2,349,297
2,522,395
2,672,823
2,727,677
2,857,390
2,806,045
2,058,925
62,936,282

1,032,895
1,978,129
1,690,165
1,709,220
1,647,553
1,773,499
1,822,447
1,922,915
1,965,024
1,887,108
2,189,197
2,331,615
2,244,301
2,345,458
2,436,003
2,374,049
2,198,019
1,850,312
1,754,760
1,829,548
1,908,921
2,058,872
2,226,910
2,353,142
2,387,542
2,494,480
2,457,062
1,772,664
56,641,810

81,286
170,120
150,908
143,146
123,536
113,703
151,118
172,731
152,194
148,183
172,369
181,423
211,061
224,268
238,638
255,692
272,321
279,827
253,592
273,379
281,097
290,425
295,485
319,681
340,135
362,910
348,983
286,261
6,294,472

19,930
22,434
21,676
27,955
13,988
11,408
11,236
10,557
12,936
12,811
13,209
14,528
12,637
16,651
14,502
13,494
12,913
10,669
10,944
10,636
13,983
14,347
14,385
14,647
15,166
16,060
13,866
14,947

7,478
5,902
5,044
5,061
4,893
5,213
5,407
5,757
5,914
5,591
6,506
6,885
6,764
7,040
7,328
7,205
6,768
5,836
5,502
5,761
6,033
6,454
6,968
7,303
7,473
7,850
7,709
6,374

959,325
1,720,194
1,469,324
1,510,741
1,456,269
1,582,424
1,619,512
1,721,869
1,680,402
1,505,807
1,693,771
1,755,507
1,674,707
1,794,188
1,820,870
1,913,287
1,936,387
1,790,981
1,674,924
1,680,539
1,753,386
1,732,876
1,813,274
1,875,838
1,886,939
1,814,041
1,775,867
1,051,438
46,664,687

28
令和元

令和 2

10.31 首里出張所焼失

01.01 沖縄総合事務局内へ首里出張所仮移設
建設専門官設置（1→3名）、建設監督官設置（1→3名）

（3）
（3）

日本人
県外在住
58.4%

10歳代
11.8%

家族
43.6%

1時間
以内
11%

1時間
51%

2時間
29.2%

友人・知人
19.5%

修学旅行
1.4％

その他団体
2.7% 3時間 7.1%

4時間 1.2%
6時間以上
0.2%

5時間 0.3%ひとり8%

夫婦・　
　カップル
24.8%

20歳代
17.6%

30歳代
19.2%

40歳代
22.7%

50歳代
14.3%

60歳代以上
14.4%

日本人
県内在住
9.1%

外国人
32.5%

不明 0%

5回以上 9.7%

はじめて
48.5%

レンタカー
57.1%

是非来たい
41.5%

機会があれば
来たい
57.3%

自家用車 10.8%

タクシー
4.7%

路線バス
2.2%

貸切バス
5.2%

バイク
0.5%

徒歩 3.2% その他 0.4%

モノレール
15.9%

2回目
26.3%

3回目
10.9%

4回目 4.6%

来たいと思わない
1.2%

2,930

2,593
2,387

2,810

3,452
3,293

3,630 3,644

2,286

1,940

1,656

2,022

1,088
942

1,822
1,906

1,774 1,763 1,742 1,740 1,731
1,636 1,596 1,602

1,314 1,348

1,681 1,745
1,732

1,634 1,714 1,830

H17
年度

H18
年度

H19
年度

H20
年度

H21
年度

H22
年度

H23
年度

H24
年度

H25
年度

H26
年度

H27
年度

H28
年度

H29
年度

H30
年度

H31/R1
年度

R2
年度

（当初）

17名

9

５

12 - -

R1

名


